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1．はじめに

　近年、スマートフォン、タブレットＰＣなどの携帯機器の普及
に伴い、液晶ディスプレイを持ち歩くケースが増加している。こ
れらの携帯機器の液晶ディスプレイは、持ち運び易さ、視認
性、大容量バッテリー搭載などの兼ね合いから大画面化、薄
型化の傾向が続いているが、同時に落下等によるガラス材料

（ガラス基板やカバーガラスなど）の破損事故も増えている。
そこで、液晶ディスプレイの破損防止を目的として衝撃吸収性
に重点を置いたフィルム用 UV 硬化型機能性コーティング剤

「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」を開発した。以下にその特徴につい
て紹介する。

2．「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」の特徴

　「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」の塗膜は非常に柔軟性に富んで
おり、外部から衝撃を受けた時には塗膜が変形することで保
護対象に伝わる衝撃を緩和する衝撃吸収性を有する。
　図１に「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」塗膜のナノインデンターによ
る荷重−押し込み深さの測定結果を示す。
　また、衝撃吸収性は「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」塗装フィル
ムに鉄球を落下させて、その時の衝撃加速度および塗装フィ
ルムを貼り合せたガラスが何回目で割れるかの回数測定で評
価をした。図２に「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」塗装フィルムに 5 
cmの高さから110 ｇの鉄球を落下させた時の衝撃加速度の
測定結果、図３に「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」塗装フィルムを貼
り合せた 2 mm 厚のソーダ石灰ガラスに 1 m の高さから110 
g の鉄球を連続落下させて何回目で割れるかの回数測定結
果を示す。
　図２、図３が示すように、「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」塗装フィ
ルム（ＰＥＴフィルム：100 μm＋ＦＡ−１０２０：70 μm）は現在
市販されている厚さ300 μm の衝撃吸収液晶保護フィルムと
同等以上の衝撃吸収性を有する。
　表１に塗料性状とその他の塗膜性能を示す。

図３　FA-1020塗膜の耐久衝撃吸収性試験結果

　図２　FA-1020塗膜の衝撃加速度測定結果

図１　FA-1020塗膜の荷重－押し込み深さ曲線
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フィルム用衝撃吸収性UV硬化コーティング剤「TOMAX-FA1020」

3．おわりに

　弊社では本稿で紹介した「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」以外に
液晶ディスプレイ用フィルムに防汚性、耐擦傷性、光学特性

（ブルーライト低減、防眩性）などの機能を付加させることが
できるＵＶ硬化型機能性コーティング剤「ＴＯＭＡＸ」シリーズ
を注力製品として展開している。
　その一環として、今年度は第６回高機能フィルム展（２０１５
年４月８～１０日、東京国際展示場）に「ＴＯＭＡＸ ＦＡ-１０２０」
図４をはじめとする「ＴＯＭＡＸ」シリーズの出展を行い、確か
な手応えを得ることができた（写真 1）。
　液晶ディスプレイ製品の市場は今後も一層の拡大が見込
まれ、これに伴い新たな要求も生まれてくると予想される。弊
社はこれからも市場の声に応えるべく、新しい技術、新製品
の開発を鋭意進めていく所存である。
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写真1　第６回高機能フィルム展（2015年4月8～10日、東京国際展示場〈東京ビッグサイト〉）

表１　FA-1020の塗料性状と塗膜性能

TOMAX FA-1020

塗料性状
固形分 52 ％

粘度／20 ℃ 100 mPa・s

塗膜性能
【基材：PETフィルム】

鉛筆硬度（750 g荷重、PETフィルム上） 2B

 全光線透過率〔Tt〕（JIS K7361） 90.0 ％

 ヘイズ（JIS K7136） 0.5 ％

 耐カール性（10 cm角フィルムの端部） 2 mm

膜厚：70 μｍ，UV照射：積算光量 500 mJ／cm2

●本製品に関するお問い合わせ先／日本化工塗料株式会社 高機能製品事業本部（営業担当）　  0467-74-6550まで


